
に対し、３１ が集まり、イベント当日は２７の個別面談を実施しました。

事後アンケートでは との回答がありました。

秋田県湯沢市、茨城県阿見町、千葉県船橋市、東京都墨田区、静岡県河津町、

岐阜県御嵩町、奈良県天理市、大阪府泉南市、大阪府阪南市

• とりあえずお試しという気持ちで参加しましたが、地域課題解決のためのアイデアを様々な角度からご提案をいただき、非常に参考になりました。
•提案団体と１対１でお話しする中で、該当の地域課題以外の地域課題解決の可能性を見出すことができました。
• ファシリテーターが提案者の強みを引き出すような質問を行う場面もあり、提案への理解が深まり、充実したマッチングイベントとなりました。

43.8%

25.0%

31.2%

課題を的確に捉え、課題解決に向けて参考になる提案だった

課題に即した提案ではなかった。

課題に即した提案ではなかったが、他事業の課題解決の参考となった。

25.0%

12.5%
18.7%

43.8%

継続的に連絡・情報交換したい

具体的な連携の可能性がある

提案を参考に事業を進めたい。

今後、特に協議や連絡をする予定はない

 企業・団体等からの提案について、評価とそ

の理由を教えてください。

 企業・団体等とのセッションを経て、今後の方

向性を選択してください。

（令和5年8月24日開催）

15.4%

46.1%
38.5%

連携に向けて、具体的な提案が欲しい

民間団体とつながりを持ちたい

アイデア・ノウハウ等の情報収集がしたい

 課題登録の目的を教えてください。



自治体からの登録課題事例

参照URL： https://future-city.go.jp/platform/information/event230628_1.html

自治体の登録課題事例（抜粋）

地方公共団体 解決したい地域課題のタイトル 解決したい課題内容

東京都墨田区
地域の日常の観光資源化、すみだの
魅力発信の充実

・持続可能な観光
・潜在的な観光舟運の掘り起こし
・長期滞在型旅行への誘導
・地域住民と旅行者との交流
・地域の魅力の向上策
・外に発信したくなるしかけづくり
・外国人観光客と地域住民が交流できる基盤づくり等

岐阜県御嵩町 行政運営または地方創生におけるＡＩ・
メタバース・ＮＦＴの活用について

• ｗｅｂ３．０のキーワードとして語られるＡＩ、ＮＦＴ、メタバースなどの先端技
術について、職員の知見が少ないため、行政のＤＸ化や地方創生の分野
においてどのように活用が可能なのか、どのような課題を解決できるもの
なのか、そもそも導入すべき必要性があるのかが定かではございません。
仕組みや可能性をご教示いただきながら、行政課題・地域課題解決へと
直結させていきたいと思います。

大阪府阪南市
阪南市の知名度向上と地域資源の磨
き上げによる関係・交流人口の創出

• 少子・高齢化、人口減少対策のため、阪南市の知名度向上（シティプロ
モーション）や、地域資源の磨き上げなどｗ行い、関係人口・交流人口の
拡大を図るとともに、移住・定住人口につなげ、地域経済の活性化をめざ
したい。

秋田県湯沢市
市出身学生を対象とした地元愛の形
成を図るイベントの実施

• 本市は人口減少や高齢化に歯止めがかからない中、高校卒業後、進学
や就職ために地元を離れる若者が多い。

• 地元への愛着が高いほどＵターンの希望が強いというデータを基に、若
者の回帰意識を高めるため、市出身学生を対象に愛着形成を目的とした
イベントを実施しているが、参加者が少ない状況にある。また、若者が地
域に何を求めているかもわからない。

• 将来、ふるさとのために何かしたいと考え、地元へ回帰する若者が多い
地域を目指すため、そのきっかけづくりとなるようなイベントを実施したい。

• 地方創生やＳＤＧｓの達成のため、自治体から地域課題を募集
• 地域課題解決に向けて民間団体からの提案を受け、１対１形式の面談を実施
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